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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
河
口
湖
町
の
文
学
碑
に
つ
い
て
（
一
）

　
富
士
山
は
、
『
万
葉
集
』
で
山
部
赤
人
が
「
語
り
継
ぎ
言
ひ
継
ぎ
行
か
む
」

と
う
た
っ
た
と
お
り
、
古
来
、
多
く
の
物
語
、
詩
歌
、
伝
説
、
紀
行
文
等
の
中

に
描
写
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
富
士
山
を
描
写
す
る
最
初
の
文
献
と
さ
れ
る
『
常

陸
国
風
土
記
』
で
は
、
富
士
山
は
常
に
雪
に
覆
わ
れ
登
る
こ
と
の
で
き
な
い
山

と
し
て
、
現
存
最
古
の
物
語
『
竹
取
物
語
』
で
は
噴
煙
を
思
わ
せ
る
描
写
、
さ

ら
に
は
甲
斐
の
黒
駒
に
乗
り
、
富
士
の
頂
上
を
目
指
し
た
聖
徳
太
子
伝
説
・
・
。

　
時
代
が
下
っ
て
も
、
富
士
と
湖
へ
の
憧
れ
、
畏
怖
等
は
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
り
、
数
多
く
の
文
学
作
品
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
と
次
号
で
は
、
富
士
河
口
湖
町
に
あ
る
文
学
碑
に
つ
い
て
書
き

ま
す
。
歴
史
的
に
も
文
人
墨
客
に
愛
さ
れ
た
私
た
ち
の
町
に
は
文
学
碑
を
は
じ

め
、
文
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
以
前
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
「
こ
う
ほ
う
富
士
河
口
湖
」
に
お
い
て
、
現
地

か
ら
の
映
像
と
し
て
採
り
上
げ
た
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

○
芭
蕉
句
碑

　
ま
ず
、
逆
さ
富
士
の
名
所
、
河
口
湖
畔
産
屋
ヶ
崎
に
あ
る
芭
蕉
句
碑
を
見
ま
す
。

碑
は
風
化
が
進
み
、
か
な
り
判
読
が
困
難
で
す
が
、
中
央
に
「
芭
蕉
翁
」
、
や
や
右
上

に
「
雲
霧
の
暫
時
百
景
を
尽
し
け
り
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
句
の

出

典

は

、『

芭

蕉

句

選

拾

遺

』

（
宝
暦
6
年
刊
）
に
あ
り
、
天
和
2

（
一
六
八
二
）
年
の
江
戸
の
大
火
（
い

わ
ゆ
る
八
百
屋
お
七
の
振
袖
火
事
）

の
芭
蕉
庵
焼
失
に
よ
る
、
甲
州
谷
村

逗
留
中
の
作
で
し
ょ
う
か
。
俳
弟
の

郡
内
谷
村
藩
家
老
高
山
伝
右
衛
門
繁

文
、
初
狩
村
の
六
祖
五
平
の
案
内
で

五
湖
周
辺
を
散
策
さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
句
碑
の
建
立

の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
以
下
も
、
こ
の

谷
村
逗
留
中
の
芭
蕉
の
句
で
す
。

　
　
目
を
額
に
　
う
つ
富
士
の
　
棟
上
げ

　
　
富
士
の
風
や
　
扇
を
の
せ
て
　
江
戸
土
産

　
こ
こ
産
屋
ヶ
崎
に
は
、
わ
が
国
の
自
然
主
義
文
学
の

一
翼
を
担
い
、
郷
土
の
文
化
の
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
た

本
町
の
誇
る
、
文
学
の
偉
大
な
先
達
中
村
星
湖
の
代
表

作
『
少
年
行
』
の
冒
頭
「
熔
岩
の
く
ず
れ
の
富
士
の
裾

は
じ
つ
に
広
漠
た
る
眺
め
で
あ
る
」
と
、
黒
御
影
に
刻

ま
れ
た
碑
が
、
ど
っ
し
り
と
し
た
安
山
岩
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
山
人
会
を
中
心
と
す
る
、
星
湖
の
古
稀
を
祝
う

会
の
席
上
か
ら
建
立
の
話
が
期
せ
ず
し
て
起
こ
っ
た
も

の
で
、
昭
和
32
年
5
月
、
除
幕
式
が
、
胸
に
赤
い
バ
ラ
、
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
の
星
湖
氏

本
人
を
迎
え
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
前
述
の
「
雲
霧
の
暫
時
百

景
を
尽
く
し
け
り
」
の
句
が
、
こ
の
地
で
詠
ま
れ
た
も
の
か
の
意
見
を
聞
く
た

め
に
、
昭
和
23
年
11
月
、
産
屋
ヶ
崎
を
車
で
通
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
高
浜
虚

子
を
待
ち
伏
せ
て
い
た
と
の
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
今
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
星
湖
の
碑
の
右
隣
に
は
、
本
県
出
身
の
日

本
画
家
望
月
春
江
の
筆
塚
が
あ
り
ま
す
。
の
び
や

か
な
文
字
で
「
筆
」
と
大
書
さ
れ
、
画
家
や
書
家

た
ち
の
使
い
古
さ
れ
た
筆
の
供
養
を
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
湖
に
下
り
て
い
く
と
、
富

士
山
と
対
峙
す
る
よ
う
に
南
面
し
て
、
写
真
家
岡

田
紅
陽
の
ブ
ロ
ン
ズ
の
レ
リ
ー
フ
（
朝
倉
文
夫
作
）
が
あ
り
ま
す
。
功
績
を
頌

え
る
二
つ
の
碑
に
は
、
徳
富
蘇
峰
、
村
上
元
三
の
名
が

見
え
ま
す
。
大
正
3
年
4
月
、
河
口
湖
畔
産
屋
ヶ
崎
で

初
め
て
富
士
山
を
撮
影
し
て
以
来
、
「
富
士
こ
そ
わ
が

い
の
ち
」
と
語
り
、
そ
の
生
涯
を
富
士
の
撮
影
に
捧
げ
、
40

万
枚
に
及
ぶ
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
昭
和
10
年
5

月
2
日
の
、
「
湖
畔
の
春
」
と
題
し
た
、
本
栖
湖
か
ら

の
富
士
山
は
、
昭
和
59
年
か
ら
の
五
千
円
札
の
図
柄
と

し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
夙
に
有
名
で
す
。

　
次
号
で
は
、河
口
湖
の
北
岸
を
中
心
に
歩
い
て
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
石
川 

正
文

○
望
月
春
江
筆
塚
、
岡
田
紅
陽
ブ
ロ
ン
ズ
像

○
中
村
星
湖
文
学
碑

ラ
　
バ

※
つ
と

つ
と

※
夙
に
…
ず
っ
と
以
前
か
ら
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・館内整理日 (30日)

火曜日 分館読み聞かせ会 16:30～

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

2・9・16・23日

7・14・21・28日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2005年6月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2005年6月の予定●

14日(火) 10:30～28日(火) 10:30～

★新着図書案内★新着図書案内

14・28日(火)大石 14日(火)河口

●風味絶佳／山田　詠美　●千ヶにくだけて／リービ英雄

○たまたま・・・／大道　珠貴　○狐寝入夢虜／十文字　実香

●シャガールと木の葉／谷川　俊太郎　●暁の旅人／吉村　昭

○ミヤザワケンジ・グレーテストヒッツ／高橋　源一郎　

●ヨコモレ通信／辛酸　なめ子　○透明な旅路と／あさの　あつこ

○明日がいい日でありますように。／鷲沢　萌　

●かずきれいこのメイクエネルギー　●天才的な恋／森　雪之丞

○６０歳で夢を見つけた／増井　光子　○ヤンボコ／義家　弘介

●私という運命について／白石　一文　●黒笑小説／東野　圭吾

○小判商人／平岩　弓枝　○いつかパラソルの下で／森　絵都

●どきどきフェノメノン／森　博嗣　●小説以外／恩田　陸

●風味絶佳／山田　詠美　●千ヶにくだけて／リービ英雄

○たまたま・・・／大道　珠貴　○狐寝入夢虜／十文字　実香

●シャガールと木の葉／谷川　俊太郎　●暁の旅人／吉村　昭

○ミヤザワケンジ・グレーテストヒッツ／高橋　源一郎　

●ヨコモレ通信／辛酸　なめ子　○透明な旅路と／あさの　あつこ

○明日がいい日でありますように。／鷲沢　萌　

●かずきれいこのメイクエネルギー　●天才的な恋／森　雪之丞

○６０歳で夢を見つけた／増井　光子　○ヤンボコ／義家　弘介

●私という運命について／白石　一文　●黒笑小説／東野　圭吾

○小判商人／平岩　弓枝　○いつかパラソルの下で／森　絵都

●どきどきフェノメノン／森　博嗣　●小説以外／恩田　陸

今年度（
4月）から

★英語読み聞かせの日程
が変わりました

★英語読み聞かせの日程
が変わりました

毎月第２火曜日毎月第２火曜日
　月１回になりました。時間は今ま

で通り、10：30～です。

祝日と重なる場合は１週後にずれま

す。広報でも日程をお知らせします。

おはなし会があります。

○中央公民館　和室

○６月１８日（土）

○午後２時～２時３０分

・手遊び
・おはなし
・パネルシアター　などなど・・・

★対象は、幼児～小学校低学年です。お友達を
　誘って来てください。保護者の方もご一緒にどうぞ。

プログラム

　読みたい本が貸出中だったり、図書
館で所蔵していない場合（図書館に希
望の本がない場合）、リクエスト（予
約）をすることができます。貸出中の
場合は順番がきたら、又、所蔵のない
場合は、購入や他の図書館から借り受
けてお貸ししています。日数的にお待
ちいただく場合もありますが、ほぼご
要望にお応えできますのでお気軽にご
利用下さい。
　また、電話・FAX・メールでもお受
けしています。併せてご利用下さい。

リクエストサービスを
ご利用下さい。
リクエストサービスを
ご利用下さい。
リクエストサービスを
ご利用下さい。
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県
体
育
祭
り
代
表
選
手
選
考

　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
募
集

子
育
て
支
援
シ
リ
ー
ズ

　
第
１
回
「
楽
し
い
子
育
て
、こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
」

平
成
17
年
国
勢
調
査
　
統
計
調
査
員

禁
煙
・
分
煙
認
定
施
設
の
募
集

「
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
」

第
26
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

町
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

町
臨
時
職
員

募

集

参
加
者
募
集

各
種
講
座
・
教
室

　
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
が
、
10
月
１
日
を
基
準
日

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
９
月
中
旬
～
10
月
中
旬
に
調
査
員

と
し
て
従
事
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
で
、
調
査
で
知
り
得
た
こ
と

　
の
秘
密
が
保
持
で
き
る
方
。
警
察
・
税
務
・
選
挙
事
務

　
に
従
事
し
て
い
な
い
方

■
業
務
内
容
　
事
務
説
明
会
へ
の
出
席
、
調
査
票
の
配

　
布
・
回
収
な
ど

■
報
　
　
酬
　
平
均
４
５
０
０
０
円
程
度

　
　
　
（
担
当
す
る
世
帯
数
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
せ
　
町
企
画
課
　
統
計
調
査
担
当

　
　
電
話
か
来
庁
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

6
0
2
3

■
資
格
要
件
　
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
保
護
者

■
職
　
　
務
　
教
育
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
て
の
提

　
　
　
　
　
　
言
及
び
協
力

■
任
　
　
期
　
２
年

■
応
募
人
数
　
３
名
。
応
募
者
の
中
か
ら
町
で
選
考

■
応
募
期
間
　
６
月
24
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
せ
　
町
教
育
セ
ン
タ
ー
（
℡
83-

3
0
2
2
）

　
町
で
は
医
療
事
務
の
資
格
の
あ
る
方
で
、
診
療
報
酬

明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
点
検
を
行
う
臨
時
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、６
月
24
日
ま
で
に
履
歴
書
を
持
参
の

上
、総
務
課
職
員
担
当
に
申
し
込
み
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
問
合
せ
先
　
町
役
場
保
険
課 

（
℡
72
‐
６
０
２
６
）

　
県
で
は
県
内
の
公
共
機
関
、
事
業
所
等
に
お
い
て
受

動
喫
煙
対
策
を
実
施
し
て
い
る
施
設
を
「
禁
煙
・
分
煙
認

定
施
設
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。

■
認
定
基
準
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
設

　
①
敷
地
内
禁
煙
　
②
屋
内
禁
煙
（
建
物
全
体
）

　
③
屋
内
禁
煙
（
テ
ナ
ン
ト
等
建
物
の
一
部
）

　
④
完
全
分
煙

■
申
込
み
　
所
定
申
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、
施
設
の

　
　
　
　
　
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
持
参
ま
た

　
　
　
　
　
は
郵
送
で
提
出
。

●
問
合
先
　
吉
田
保
健
所
地
域
保
健
課

　
　
　
　
　
　
℡
24
‐
９
０
３
５

　■
日
　
時
　
６
月
20
日
（
月
）
午
前
９
時
集
合

■
場
　
所
　
富
士
レ
ー
ク
サ
イ
ド
Ｃ
・
Ｃ

■
参
加
料
　
１
０
０
０
円

■
料
　
金
　
プ
レ
イ
代
は
各
自
払
い

　
　
　
　
　
（
割
引
料
金
1
1
0
0
0
円
。
セ
ル
フ
・
食
事
付
）

■
締
切
り
　
６
月
15
日

●
申
込
先
　
サ
ム
ス
ポ
ー
ツ
　
（
℡
72
‐
２
２
６
４
）

＝
夏
の
休
日
に
お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん
と
一
緒
に

バ
ス
ツ
ア
ー
に
出
か
け
よ
う
！
＝

■
日
　
時
　
７
月
16
日
（
土
）
　
＊
雨
天
決
行

■
場
　
所
　
な
る
さ
わ
富
士
山
博
物
館
。
富
士
湧
水
の

　
　
　
　
　
里
水
族
館

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
参
加
対
象
　
富
士
五
湖
圏
域
に
住
む
小
学
生
と
保
護
者

●
申
込
期
限
　
６
月
13
日
～
６
月
30
日

■
申
込
方
法
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
直
接

　
　
　
　
　
　
電
話
し
て
下
さ
い
。（
℡
23
‐
５
２
７
０
）

　
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
他
、
諸
外
国
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
富
士
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で

交
流
す
る
内
容
で
す
。

■
期
　
間
　
８
月
３
日
～
７
日
（
４
泊
５
日
）

■
場
　
所
　
山
中
湖
村
営
山
中
キ
ャ
ン
プ
場

■
定
　
員
　
日
本
人
1
4
0
名
、
外
国
人
40
名

　
　
　
　
　
小
学
４
年
生
～
中
学
3
年
生

■
費
　
用
　
4
2
0
0
0
円
～

■
締
切
り
　
７
月
８
日
（
金
）
先
着
順
受
付

●
問
合
先
　
文
部
科
学
省
所
管

　
　
　
　
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

■
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
楽
し
い
遊
び
や
ふ
れ
あ
い

　
前
半
は
楽
し
い
遊
び
の
実
技
、
後
半
は
お
話
し

■
日
　
時
　
６
月
25
日
（
土
）
　
午
前
10
時
～
正
午

■
場
　
所
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
ホ
ー
ル

■
対
　
象
　
０
～
３
歳
児
親
子

■
講
　
師
　
宮
沢
由
佳
（
山
梨
放
送
子
育
て
解
説
員
）

■
主
催
・
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
72
‐
5
5
2
2
）

※
当
日
は
保
育
士
・
お
や
つ
が
準
備
さ
れ
ま
す
の
で
お

　
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

２
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

　
　
　
受
講
準
備
講
座

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

税
の
無
料
相
談

河
高
吹
奏
楽
部
　
第
10
回
定
期
演
奏
会

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
・
教
育
相
談
会
の
お
知
ら
せ

都
留
高
等
技
術
専
門
校 

～
訓
練
生
募
集
～

そ

の

他

　■
日
　
時
　
８
月
予
定
（
10
日
間
）
　
午
後
６
時
～
９
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
受
講
料
　
会
　
員
1
5
0
0
0
円
　

　
　
　
　
　
会
員
外
1
7
0
0
0
円

■
締
切
り
　
６
月
27
日
（
月
）

●
問
合
せ
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　

　
　
　
　
　
　
℡
22-
5
2
1
4

＊
仕
事
の
教
え
方

■
日
　
程
　
８
月
２･

４･

５･

８･

９
日
（
５
日
間
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
８
時 

　

■
定
　
員
　
10
名

■
受
講
料
　
1
0
0
0
円
　
　

■
対
象
者
　
管
理
監
督
者

＊
エ
ク
セ
ル
（
基
礎
２
回
目
）

■
日
　
程
　
８
月
１･

２･

４･

５･

８･

９
日
（
６
日
間
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
８
時
50
分

■
定
　
員
　
20
名
　
　
　

■
受
講
料
　
2
1
0
0
円

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
の
で
き
る
方

＊
Ｍ
Ｃ
（
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
）
入
門

■
日
　
程
　
８
月
１･

２･

４･

５
日
（
４
日
間
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
　

■
受
講
料
　
2
1
0
0
円

■
対
象
者
　
Ｍ
Ｃ
の
基
礎
知
識
の
あ
る
方
及
び
興
味
の

　
　
　
　
　
あ
る
初
心
者

＊
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

■
日
　
程
　
８
月
25･

26･

29･

30
日･

９
月
１･

２･

５

　
　
　
　
６･

８･

９･

12･

13･

15･

16･

20
日
（
15
日
間
）

■
時
　
間
　

午
後
６
時
～
８
時
50
分

■
定
　
員
　
20
名
　
　
　

■
受
講
料
　
4
2
0
0
円

■
対
象
者
　
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の
資
格
を
取
得
し

　
　
　
　
　
よ
う
と
す
る
方

●
問
合
せ
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
5
5
4-

43-

8
9
1
2

※
各
講
座
と
も
開
講
日
二
ヶ
月
前
か
ら
先
着
順
。

　
ｆ
ａ
ｘ
で
も
可
（
規
定
用
紙
を
請
求
下
さ
い
）

　
法
務
局
で
は
登
記
・
戸
籍
・
供
託
・
訴
務
・
人
権
擁
護
及

び
成
人
後
見
登
記
事
務
や
生
活
に
深
く
関
係
す
る
事
務

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
疑

問
や
不
明
な
点
な
ど
、
お
知
り
に
な
い
た
い
こ
と
に
つ

い
て
、
法
務
局
の
職
員
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
事
前
の
予
約
等
特
別
な

手
続
き
も
不
要
で
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
６
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
公
務
局
（
甲
府
市
北
口
）

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5
‐
2
5
2
‐
7
1
5
3
）

※
登
記
・
供
託
の
手
続
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
イ
ン

　
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
情
報
入
手
で
き
ま
す
。

　h
t
t
p
:
/
/
i
n
f
o
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p

　

　■
日
　
時
　
６
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
　
所
　
東
京
地
方
税
理
士
大
月
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
5
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ケ
ン
ビ
ル
２
階
）

■
相
談
内
容
　
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

■
相
談
員
　
税
理
士

●
問
合
先
　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
22
‐
８
４
８
１
）

 
 ■

日
　
時
　
６
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
開
場 

 

■
ゲ
ス
ト
　
富
士
河
口
湖
高
校
　
音
楽
部 

 

●
問
合
せ
　
富
士
河
口
湖
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
℡
73
‐
２
５
１
１
　
顧
問
（
堀
内
）

　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
本
校
の
教
育
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
校
内
の

授
業
風
景
な
ど
を
自
由
に
参
観
し
て
い
た
だ
く
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
午
後
か
ら
障

害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
や
教
育
関
係
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
「
教
育
相
談
会
」
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
25
日
（
土
）

　
　
　
９
時
10
分
～
10
時
　
　
　
校
内
見
学
ツ
ア
ー

　
　
　
10
時
10
分
～
11
時
45
分
　
授
業
見
学

　
　
　
午
後
２
時
～
　
　
　
　
　
教
育
相
談
会

※
校
内
見
学
ツ
ア
ー
参
加
希
望
者
は
、
当
日
９
時
10
分

　
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
下
さ
い
。

※
教
育
相
談
会
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
学
校
へ
連
絡

　
し
て
下
さ
い
。

●
問
合
せ
先
　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校

　
　
℡
72
‐
５
１
６
１
（
担
当
　
荒
川
・
鈴
木
・
山
本
）


